
 この病院
びょういん

では、お医
い

者
しゃ

さんはさるの先生
せんせい

、かんごふさん

はヘビのかんごふさんです。ヘビのかんごふさんは、いろい

ろな道
どう

具
ぐ

に変身
へんしん

できます。身長計
しんちょうけい

になったり注射器
ちゅうしゃき

になっ

たり胃
い

カメラになったり。どんな病気
びょうき

でもびっくりする方法
ほうほう

で治
なお

してしまう、さるの先生とヘビのかんごふさんです。 
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腹
はら

ペコの動物
どうぶつ

たちが見
み

つけた木
き

の実
み

。食
た

べたい！と思
おも

い

ますが、その木
き

にはヘビが巻
ま

き付
つ

いていて実
み

を取
と

ることが

できません。するとヘビは、「この木
き

の名
な

前
まえ

を言
い

えば木
き

か

ら離
はな

れてあげる」というのです。動物
どうぶつ

たちはライオンのと

ころに行
い

って名
な

前
まえ

を聞
き

きますが、すぐ忘
わす

れてしまい…。 

 

  

        

 

2025年
ねん

は「へび年
どし

」 
 
 

今
こ

年
とし

は「へび年
どし

」です。「巳（へび・み）」は十二支
じゅうにし

の

中
なか

で６番
ばん

目
め

の干支
え と

です。 

「努
ど

力
りょく

を重
かさ

ね、物事
ものごと

を安定
あんてい

させていく」という意味
い み

を持
も

つ、縁起
え ん ぎ

のよい年
とし

になるそうですよ。 
 
 

 

今月
こんげつ

のテーマ「へび   がでてくるおはなし」 

 

『さるのせんせいとへびのかんごふさん』  

穂
ほ

高
だか

 順
じゅん

也
や

／作
さく

，荒
あら

井
い

 良
りょう

二
じ

／絵
え

，本
ほん

の番号
ばんごう

：あか・さ  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

『ふしぎなボジャビの木
き

 アフリカのむかしばなし』 

ダイアン・ホフマイアー／再
さい

話
わ

，さくまゆみこ／訳
やく

，本
ほん

の番号
ばんごう

：みどり・ふ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

児童数配付 



 

 人間
にんげん

のパパとキツネのママ。３人
にん

の子
こ

どもたちはそれぞれ 

不思議
ふ し ぎ

な力
ちから

を持
も

っています。もちろんこのことは秘
ひ

密
みつ

。 

そんな信田家
し の だ け

に小
ちい

さな竜
りゅう

が迷
まよ

いこみ、子
こ

どもたちにウロ

コが生
は

えたり竜
りゅう

が大
おお

きくなったりと大騒
おおさわ

ぎに…。このシリ

ーズ 11巻
かん

の中
なか

では、いろいろな場
ば

面
めん

でヘビが登場
とうじょう

します。

ハラハラしてページをめくる手
て

が止
と

まらないシリーズです。 

『シノダ！(１）チビ竜
りゅう

と魔
ま

法
ほう

の実
み

』   

             富安
とみやす

 陽
よう

子
こ

／作
さく

，大
おお

庭
ば

 賢
けん

哉
や

／絵
え

，本
ほん

の番号
ばんごう

：913 と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  保護者向け  

 
 
 

「おねがい －子どものまわりにいるおとなたちに」 

「どうぞ、子どもたちにお話をしてあげてください。本を読んであげてく

ださい。幼い日には、耳からはいったお話は、それを語ってくれた人の声と

ぬくもり、子どもたち自身がそれを聞きながら思い浮かべたイメージと共に、

一生その子の中にとどまります。お話は、おとなが子どもにおくることので

きる、いちばんいのちの長い贈りものだと思います。」 
 

（『愛蔵版おはなしのろうそく』シリーズより） 
 
 
これは、私立の図書館である東京子ども図書館から刊行されている『愛蔵版

おはなしのろうそく』シリーズの前書きの一部です。 

「お話は、おとなが子どもにおくることのできる、いちばんいのちの長い贈

りもの」。この「贈りもの」の中には、いろいろなものが含まれていますね。 

読んでやる大人からの愛情、一緒に過ごす時間、子ども自身が想像し発見した

記憶、本の作り手からのメッセージ…。そして、何より素敵なこの「贈りもの」

は、贈る側にも大きな喜びや思い出をくれるものだと思っています。 

 

週末だけでも 5分だけでも、どうか子どもたちに本を読

んであげてください。自分で本を読めるようになっても、

人から本を読んでもらう心地良さは変わらないものです。

メディアに溢れた生活の中に「読書」への種を蒔いてあ

げてください。           （司書・村上）                       


